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はじめに 有機薄膜太陽電池(OPV)の実用化実現に向けて、太陽光照射下における耐久性の向上は極め
て重要であり高安定な材料の開発や劣化のメカニズムの解明などが精力的に取り組まれている。例え
ば代表的な Low-band gap ポリマーである PTB7 と PC71BM から成る OPV では、太陽光照射により
変換効率(PCE)が大きく低下することが知られ、その原因は主に PTB7 の劣化[1]や相分離構造の変化
[2]であることが分かっている。これまでに我々はこれらの光劣化が PTB7:PC71BM OPV の移動度バ
ランスに大きく影響しないことを報告してきた[3]が、最大効率を示す組成での評価であったため、電
子・正孔移動度を分離して評価できていなかった。そこで本研究では、電子・正孔移動度(𝜇 、𝜇 )を分
離して評価できる組成で、キャリア生成レート G および二分子再結合定数γの評価も行い、変調分光に
より電荷輸送特性の光照射による変化を明らかにする。 
実験 作製した OPV の素子構造は ITO/ZnO/PTB7:PC71BM/MoO3/Al とした。半導体層の最適混合
比は PTB7:PC71BM = 4:6 であるが、3:7 の OPV も作製した。作製した OPV に対して、開放および
短絡条件において AM1.5G 100 mW/cm2 の疑似太陽光を照射することで、光劣化させた。G は J-V 特
性から、𝜇 および𝜇 は変調光電流(MPC)法[4]により、γは変調光起電力(MPV)法により評価した。 
結果及び考察 Fig. 1 に、混合比 3:7 で作製した OPV に対して開放状態で光照射した際の太陽電池特
性変化を示す。光照射とともに短絡電流密度(JSC)および曲線因子(FF)が徐々に低下していき、それに
伴い PCE も低下していくことが分かる。作製直後および 5 h の光照射後に評価した各種物理量を Fig.
 2 に示す。混合比 3:7 の OPV では MPC スペクトルに電子および正孔に由来する信号が観測され、
𝜇 、𝜇 が正確に決定できている。その結果、光劣化の前後で移動度バランスはほとんど変化していない
ことが分かった。また、G は減少しているが、より顕著に変化しているのはγであり、この値が増加し
たことで JSC、FF が減少したと考えられる。光劣化によるγの増大は最適混合比で作製した OPV でも
同様に見られる。短絡条件で劣化させた OPV の結果は当日議論する。 
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Fig.1 Degradation of solar cell characteristics Fig. 2 Physical constants determined before and 
after photodegradation 
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